
▶11/17（土） 13:30～17:00 
　第1回 「定年退職した夫の事をもっと知ろう!」 

●講師　杉本晴夫先生（船橋市時活村村長）

　「卒サラした夫の状況と気持ちをよく知る」

　・男が定年退職すると何が変わるのか?
　・どうしたらいいのか?●グループワーク 「夫にこうなって欲しい像」

　・班ごと意見や感想をまとめて発表 ▶11/23（祝） 13:30～17:00 
　第２回 「夫を気持ちよく動かしてみよう!」 

●講義　三好良子先生（コミュニケーションカウンセラー）

　「夫を気持ちよく動かす会話術」
●グループワーク「今、私たちにできる事」
　・班ごと意見や感想をまとめて発表▶12/1（土） 13:30～17:00 

　第３回 「夫婦で出来る  体力チェック」 

●レク式体力チェック　指導　新潟県レクリエーション協会　渡辺耕司さん

   「ぜひご夫婦でためしてください」
●スマートスポーツ体験会 　指導　本巣郡レクリエーション協会　

　「ニューエルダーのための新しいスポーツです」

　・班ごとの感想発表◎参加者の皆さんには毎回簡単なアンケートにご協力いただきます

※プログラムは天候や諸事情で変更する場合がございます

講師プロフィール杉本晴夫先生「船橋市時活村（杉本晴夫村長）」は定年＝卒サラ、という共通

項で、それぞれが一人一活、何か活動を見つけ、仲間づくりをし

ながら地域社会へソフトランディングを目指す、ヒューマンネット

ワーク。 毎年「卒サラを考えるはずんだフォーラム」を開催する。

対象は定年を考え始めた人、既に定年を迎えた人で、参加は無

料。 人生80年時代、残された10万時間を自分を活かし、どう生

きていくかについて、講演とディスカッション、村の活動紹介など

が行われる。

三好良子先生人材育成コンサルタント・人間関係士。日本教育事業団・（財）ス

ポーツ会館主任を経て、産業能率大学総合研究所・立教女学

院短大・実践短大などで講師を勤め、様 な々ジャンルの「人間

関係学」のパイオニアとして活躍中。自治体・企業・福祉・地域・

学校など全国区で人間力・関係力の能力開発に従事し、レクリ

エーションコーディネーター・メンタルスペシャリスト・健康生きが

いづくりアドバイザー・余暇生活開発士・コミュニケーションカウ

ンセラー等多数の資格を持つ。日本GWT協会理事長・日本レク

リエーション協会理事・「子育て応援団」団長・「ＮＰＯ夢育ネット

ワーク」顧問・教育委員会セクハラ・スーパーバイザー等各種審

議委員などの要職に就き、「心と体と頭の健康づくり」と称する分

野でも追っかけファンが出るほどの「人育てのカリスマ」的存在。
【ご参加の際に】◎第3回目は運動をしやすい服装・室内用スポーツシューズを

　お持ち下さい。
お申込書

「定年夫の育て方講座」に参加を申し込みます。◎お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎年齢【40代以下、50代、60代、それ以外 】＊左記いずれかに〇 

◎生年月日　西暦　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　日◎ご住所

◎緊急連絡先・携帯番号

◎何か一言メッセージをどうぞ

プログラム

お申込みFAX送付先➡058-324-3508
本巣郡レクリエーション協会事務局（担当：岡崎）

〈事前のお申し込みが必要です。下記締め切りまでにFAXでお申し込みください〉

 ★お申し込み締切 :10月29日（月）必着 （ふりがな）

ＮＰＯ法人広島県余暇プランナー協会　理事長。日本余暇会　

副会長、広島県レクリエーション協会理事。地方公務員ライフ

プラン協会講師・広島県社会保険協会健康づくり講師・広島

市公民館　高齢者大学他講師・ひろしま健康余暇大学　学長

・教授・（財）日本レクリエーション協会公認　余暇生活相

談員養成講座　講師などを歴任。其の他に余暇生活開発士・温

泉アドバイザー・小学校長期自然体験活動指導者・自然観察

指導員ネイチャーゲーム指導員・クッブ指導員・禁煙アドバ

イザー・健康管理士・広島市男女共同参画推進員・生涯学習

インストラクター・健康ウオーキング推進者など多彩な専門

分野を持つ。

講師プロフィール
山崎勇三先生

山崎勇三先生
山崎勇三先生
山崎勇三先生

定年退職後、なかなか外に出ない旦那さんはいませんか?

奥さんの力で夫を野外スポーツへ連れ出しましょう! 
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お話と指導は

◆参加のお申し込みは、お早目に下記へどうぞ

本巣郡レクリエーション協会事務局（住所：本巣市宗慶48 岡崎方）

お申込み、お問い合わせはFAXかメールで（担当：岡崎）

FAX.058-324-3508 / メール：toka19501015@yahoo.co.jp

※裏面に申込書があります。メールでお申し込みの場合はこの記入項目をご参照ください。

◎実施主体

主催：公益財団法人日本レクリエーション協会

共催：特定非営利活動法人岐阜県レクリエーション協会

　　　本巣郡レクリエーション協会

主管：本巣郡レクリエーション協会

後援：本巣市／瑞穂市／北方町

◆場所：本巣市『富有柿の里  富有柿センター』　

            〒501-0401　岐阜県本巣市上保1-1-1

◆実施日程： ❶11月17日（土） 13:30～17:00

 ❷11月23日（祝） 13:30～17:00

 ❸12月1日（土）    13:30～17:00

受講料無料です!

参加者
大募集

予定数30名限定

本事業は、文部科学省委託「高齢者の体力つくり支援事業」のひとつとして実施するものです。

受講料は無料です。

・レク保険料実費100円はいただきます。

・参加記念品として「メタボメジャー」を

　差し上げます。

★簡単にBMI値がわかる機能付き

  （商品は変更する場合があります）

杉本晴夫先生。船橋市時活村村長。

「定年」を「卒サラ」と位置付け、

「10万時間を、ガンバラナイ、楽し

んではずんで生きる」ことを推奨す

る人生の達人。
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　50～60代の定年退職前後の夫を持つ女性。夫が自
分の生きがいをみつけて外で活動してほしいと願う女
性。30～40人。

　チラシをメインの広報媒体とし、市広報や公共施設、
マスメディアに送付して告知依頼を進めた。
◦�チラシ2,000枚納品（9/20）、Ａ3ポスター 50枚納
品（10/15）
◦�広報もとす（10/1）、広報みずほ（10/1）に告知掲載
◦�FMわっち（11/17取材、11/29放送）、
　ケーブルTV�CCNET（12/1取材、12/19放送）
◦�市内公共施設にチラシ配布・設置（9月下旬一斉配
布：瑞穂市公共施設350枚、北方町施設300枚、
瑞穂市レクリエーション研究会会員40枚、岐阜市

広報事業

対　　象

目的・概要

定年夫の育て方講座

　定年退職を迎えた団塊世代の生活の基盤は、会社から地域へと移行することになる。しかし、仕事一筋に暮ら
してきたこの世代の男性にとって、地域デビューのむずかしさは大きな問題だ。趣味や生きがいづくりに時間を
割いてこなかった人も多く、地域に仲間がなく、行き場所が少なくて、妻の買い物にいつもついていく「ぬれ落
ち葉」と揶揄されることも多い。
　当講座は「妻の力を借りて夫を地域スポーツに連れ出してもらうこと」を目的とする。そのために、妻が「卒
サラ」（サラリーマンを卒業）した夫の心理をよく知り、気持ちよく送り出すための会話術を学ぶ。夫婦で楽しめ
る運動、スポーツ・レクリエーションを体験してもらい、夫が出かけていくためのきっかけづくりをめざす。

〜地域スポーツへの誘い〜

トラ
イアル事業報告
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2012年11/17（土）・11/23（金・祝）・12/1（土）
会場：�富有柿の里富有柿センター（岐阜県本巣市上保

1-1-1）

実施日程・場所

精華総合型スポーツクラブ会員保
護者に60枚、本巣市の有力企業
（敷島産業）社員に配布50枚、本
巣市全世帯に回覧900枚、岐阜
県レクリエーション協会傘下団体
に配布300枚）〈チラシ計2,000
枚配布〉
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当日参加者：第１回20人、第２回８人、第３回20人
　　計のべ　48人（うち事前申込者25人）

経費総額　約￥300,000
〈別途〉講師交通費・宿泊費は実費

必要経費参加者数

第1回 50代以下 60代 70代 80代以上 計
男性 6 10 2 0 18
女性 0 2 0 0 2
計 6 12 2 0 20

第2回 50代以下 60代 70代 80代以上 計
男性 3 4 0 0 7
女性 0 1 0 0 1
計 3 5 0 0 8

第3回 50代以下 60代 70代 80代以上 計
男性 3 10 2 0 15
女性 0 5 0 0 5
計 3 15 2 0 20

◦�男性講師�山崎勇三氏
による「定年夫の本音」
講座

◦�女性講師�三好良子氏
による「夫との関係学」
講座

◦�新潟県レクリエーショ
ン協会専務理事�渡辺
耕司氏による「レク式
体力チェック」

◦�スマートスポーツ体験
会

「定年夫の育て方講座〜地域スポーツへの誘い〜」セミナー事業

●広報依頼
・�広報もとす、広報みずほに告知
掲載
・�FMわっち、CATV「CCNET」
取材・放送
・�市内公共施設にチラシ配布・設
置（瑞穂市公共施設、北方町施
設、瑞穂市レクリエーション研
究会会員、岐阜市精華総合型ス
ポーツクラブ会員保護者、本巣
市の有力企業社員に配布、本巣
市全世帯に回覧、岐阜県レクリ
エーション協会傘下団体）〈チ
ラシ計2,000枚、A3ポスター
50枚配布〉

実施体制 定年退職後、なかなか外に出ない
旦那さんはいませんか？　奥さんの力で
夫を野外スポーツに連れ出しましょう!!

各回でグループワークにより
「次のアクションイメージ」の

掘り起こし

後援
・�本巣市／瑞穂市／北方町

展開プログラム

PR

主管・『本巣郡レクリエーション協会』

参加申し込み

主催・�公益財団法人日本レクリエーション協会
共催・�特定非営利法人岐阜県レクリエーション

協会
　　・�本巣郡レクリエーション協会

〈主催〉　公益財団法人日本レクリエーション協会
〈共催〉　�特定非営利法人岐阜県レクリエーション協会
〈主管〉　本巣郡レクリエーション協会
〈後援〉　本巣市、瑞穂市、北方町

運営体制

　基本プログラムや広報ツール、講師・スタッフ謝金
は主催側で準備した。運営方法は地域で実際に執り行
う主管団体と話し合い、決定した。主管団体には、地
元の広報活動・参加者募集・スタッフ集め・会場手配・
当日運営までを行ってもらった。
〈現場スタッフ数〉
　主催団体１人、本巣郡レクリエーション協会４人、
講師４人　計９人

【文房具他の雑費】
　　　10.9％

【講師謝礼】
58.2％

【告知費】
 31.0％
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　原則として、参加者は３
回連続して受講し、理解を
深めていくことを前提とし
たプログラム。１回ごとの

実施内容

基本形はセミナー（90分）
とグループワーク（90分）
の２部構成にした。
　セミナーでは、第１回は
山崎勇三氏、第２回は三好
良子氏からご講演いただ
き、グループワークでは各
回とも、「実際に自分だっ
たらどうするか」をテーマ
に講義内容を反

はん
芻
すう
して意見

を出し合い、「まとめペー
パー」に記載したあと、発
表を行った。
　第３回はスマートスポー
ツの実技、グループワーク
など盛りだくさんの内容と
なった。グループワークで
は、これまでの講座で参加
者たちが夫の心理を理解し
たうえで「夫にこうなって
ほしいこと」を手紙で表し
た。

◦�受講者の女性に、定年前後の男性のリアルな心理を
よく知っていただくためにサラリーマンの経験があ
る男性講師を選んだ。
◦�デリケートな男性心理に妻がうまく対応できるよう、
人間関係学を得意とする女性講師から「お互いに気
持ちよく会話するテクニック」を教えていただいた。
◦�夫婦で体を動かす楽しみを感じていただくために、
スマートスポーツの体験プログラムを組み込んだ。
◦�運動の必要性を知っていただくために、個人でもで
きる体力測定法「レク式体力チェック」を体験して

運営で工夫した点

もらった。
◦�女性参加者のみであると本音を引き出すのがむずか
しい場合が多いので、毎回小グループでのディスカ
ッションの時間を設け、徐々に「女性の本音」をさ
らけ出せるような場の雰囲気の醸成をうながした。
◦�当初、講座タイトルは「定年夫の育て方講座」だっ
たが、今回の開催地は男性を尊重する気風が比較的
強いところがあるようだ。第１回の参加者から違和
感があるとの指摘があったので、第２回以降は「お
とうさん、お疲れ様講座」に変更した。

第１回 11/17（土）　『定年退職した夫の事をもっと知ろう』
13：15 会議室（司会　本巣郡レクリエーション協会 : 岡﨑敏郎氏）

◦運営者あいさつ
13：30 １部　お話　山崎勇三氏（90分）　「定年退職した夫の状況と気持ちをよく知ろう」

鎧を脱げない男たち（退職して失う三種の神器／趣味を持たない／健康に不
安）、子育ての次は夫育て（大人気「男の料理教室」／公民館デビュー／名刺を
つくる／奥様会に誘う）ほか

15：00 　（休憩）
15：15 ２部　会議室　グループワーク（6～7人×4グループ）　野呂美智也氏（90分）

◦グループ分け（名札）
　グループディスカッション（30分）　「夫にこうなってほしい像」
　まとめペーパー記入（15分）
グループごとに発表（約 5分×5グループ＝約30分）

16：45 次回予告、連絡事項
17：00 参加者退出

第３回 12/1（土）　実技Day�『夫婦でできる体力チェック&スポーツ』
13：30 １部　会議室　グループワーク　野呂美智也氏（30分）

　「これまでの講座で何を発見したか」
　まとめペーパー使用　◦旦那さんを気持ちよく外に出すには
　　　　　　　　　　　◦旦那さんへの手紙（妻から夫へ、夫から妻へ伝えたいこと）

14：10 　（休憩）
14：15 ２部　会議室　レク式体力チェック

　　　　　　　　　　新潟県レクリエーション協会専務理事　渡辺耕司氏（60分）
◦グループ分け（名札）
　グループディスカッション（30分）　「夫にこうなってほしい像」
　まとめペーパー記入（15分）
グループごとに発表（約 5分×5グループ＝約30分）

15：15 ３部　会議室、途中から野外へ　スマートスポーツ体験会　岡﨑敏郎氏　ほか（90分）
◦太極拳、ブーメラン、スラックライン、クッブ、ペタンク

16：45 まとめ　会議室　野呂美智也氏（15分）
　「レク式体力チェック、スマートスポーツの感想」
　まとめペーパー記入
　参加者アンケート記入

17：00 参加者退出

第２回 11/23（金・祝）　『夫を気持ちよく動かしてみよう』
13：30 １部　会議室　お話　三好良子氏（90分）　「夫を気持ちよく動かす会話術」
15：00 　（休憩）
15：15 ２部　会議室　グループワーク　野呂美智也氏（90分）

　グループ・ディスカッション（30分）　「今、私たちにできること」
　まとめペーパー記入（15分）
グループごとに発表（約10分×2グループ＝約20分）

16：45 次回予告、連絡事項
17：00 参加者退出
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　第１回は山崎氏から「団塊世代の定年戦略セミナ
ー～鎧を脱げない男たち～」というタイトルで以下
のようなお話をいただいた。
　夫は約40年もの長い間、サラリーマンとしての
生活様式や思考方法を続けてきたわけで、定年退職
で生まれる喪失感や無力感は並大抵ではない。
　地域には男性の力を活かせる場面がたくさんある。
仕事で磨いた調整力を生かし、「地域の孫育て講座」
に参加する人も増えている。男性は「〇〇戦略セミ
ナー」「ユニフォーム」「名刺」などを好むので、こ
れらを利用するとよい。実は定年後の余生は10万
時間と言われるほど長く、これから生きがいを探し
ても遅くはない。そのカギを握るのは女性だ。女性
たちが地域社会に戻ってきた夫たちに「お父さん、
お帰りなさいパーティ」を開催して好評を博した例
もある。

　第２回は三好氏から「夫を気持ちよく動かしてみ
よう～夫を気持ちよく動かす会話術～」と題して以
下のようなご講演をいただいた。
　夫は定年退職すると燃え尽き症候群のようになる。
鬱
うつ
や自殺が最も多い年齢でもある。仕事で昼間不在
だった夫が地域のことを知らないのはあたりまえ。
妻としては身近な関係だからこそ腹が立つものだが、
未来と自分は変えることができる。
　「夫は○○すべき」という思考をやめて、「〇〇だ
といいなぁ」に変換しよう。人間関係には、「儀式・
儀礼（あいさつ）」「雑談（他愛ない話）」「活動（生活
に関連する話）」「本音」という段階がある。まずは
「おはよう」から始めて、いとしい気持ちで夫を見
守ってほしい。

　参加者の妻たちは最初、「夫育てはめんどう」「何
でもいいから家にいないでほしい」と夫に対して辛
辣であった。「夫不在」の暮らしを続ける中で自分
のスタイルを築いてきた妻たちは、夫が定年退職し
たからといって、スタイルの変換は簡単にはできな
いものだ、と三好氏は分析する。
　講座を重ねにつれ、妻たちの意識は変容し、次第
に夫への感謝を口にするようになった。
　第３回では、「妻から夫への手紙」と称したメッ
セージをあげてもらい、心温まる内容に会場は大い
に沸いた。

〈妻から夫への手紙〉
◦�いつもウォーキングをするとき、歩幅を私に合わ
せてくれてありがとう。
◦�たまには２人で前を向いて話し合いましょうね。
◦�元気で長生きしてもらいたいので、早くメタボを
解消してくださいね。

　参加者から「夫婦それぞれの時間と空間を確保し
たうえで、一緒のときはお互いを気づかい合うとよ
い」という意見が出た。これは「お互いを尊重し、
離れている時間も、一緒にいる時間も保ちながら楽
しく暮らす」という新しい夫婦の向き合い方である。
　その実現のためにも、「地域生活初心者である夫」
の自立を、地域生活の先輩である妻の力でうながす、
子育てならぬ、「夫育て」がもとめられている。

実施内容

▲第３回のまとめペーパーより

▲第１回のまとめペーパーより

104

トライアル事業報告❹定年夫の育て方講座



アンケート評価分析・参加者評価、運営者評価

60.0% 20.0%

31.3% 42.8% 25.0%

80.0% 20.0%

参加者
アンケートの
分析のまとめ

１　�講座に対する総合満足度は、「非常に満足（31.3％）」と「満足（42.8％）」を合わせ、参加者
の74.1％が満足と回答した。

２　�本講座に対して６割以上の参加者が「元気になる」「楽しさを感じる」「やりがいを感じる」
と評価していることがわかった。

３　�参加者の再参加希望は、43.8％が「非常に思う（12.5％）」、「思う（31.3％）」と回答して
いた。

　講座に対する総合満足度は、「非常に満足（31.3％）」
と「満足（42.8％）」を合わせ、参加者の74.1％が満
足と回答した。また、運動未実施者だけでみると、「非

常に満足」は回答者なしであったが、「満足」は80.0
％となり、運動未実施者にとっても満足できる内容で
あったと考えられる。

　参加者の運動習慣は、「維持期（60.0％）」と「実行
期（6.7％）」を合わせた〈運動実施群〉は66.7％、「準
備期（20.0％）」「関心期（6.7％）」「無関心期（6.7％）」

を合わせた〈運動未実施群〉は、33.4％であった。
運動未実施者がこうした講座に参加するような働きか
けが必要となっている。

行動変容ステージ

総合満足度

全体（n＝16）

運動未実施（n＝5）

■維持期　　■実行期　　■準備期　　■関心期　　■無関心期　

■非常に満足　　■満足　　■どちらとも言えない　　■不満　　■非常に不満　

6.7% 6.7%

0％

0％

20％

20％

40％

40％

60％

60％

80％

80％

100％

100％

（n＝15）

6.7%
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アンケート評価分析・参加者評価、運営者評価

12.5% 31.3% 56.3%

26.7% 40.0% 26.7%

40.0% 60.0%

20.0% 46.7% 33.3%

18.8% 43.8% 31.3%

13.3% 40.0% 40.0%

20.0% 33.3% 46.7%

46.7% 46.7%

本講座に対する評価

重要度・満足度評価

再参加希望

全体（n＝16）

元気になる

運動未実施（n＝5）

楽しさを感じる

やりがいを感じる

仲間ができる

■非常に思う　　■思う　　■どちらとも言えない　　■思わない　　■まったく思わない　

■非常にそう思う　　■思う　　■どちらでもない　　■思わない　　■まったく思わない　

6.7%

6.7%

6.7%

6.3%

0％

0％

20％

20％

40％

40％

60％

60％

80％

80％

100％

100％

あり、運動未実施者では「非常に思う」は回答者なし、
「思う」は40.0％となった。

りがいを感じる」が上位３項目に入った。相対的に低
かったのは「仲間ができる」「生活に役立つ知識を得た」
であった。

　講座に対する「もう一度参加したいか」は、全体で
「非常に思う」12.5％、「思う」31.3％の合計43.8％で

　参加者に本講座に対する６項目の評価についてたず
ね、「非常にそう思う」「思う」の合計の割合が高い順
に項目を並べた。「元気になる」「楽しさを感じる」「や

　本講座の各内容について、参加者に対し重要度と満
足度を５段階でたずね平均値を算出した。重要度と満
足度ともに高い項目は、「スマートスポーツ体験会」
であった。重要度が高く満足度が低い項目は、第１回
「卒サラした夫の状況と気持ちをよく知る」であり、
満足度が高く重要度が低い項目は第３回「夫婦ででき
るレク式体力チェック」であった。

社会的に価値のある
イベントだと思う

生活に役立つ
知識を得た

評価項目 重要度（平均値）満足度（平均値）
第１回「卒サラした夫の状況
　　　　と気持ちをよく知る」 4.11 3.40

第２回「夫を気持ちよく　　
　動かす会話術」 3.88 3.50

第３回「夫婦でできるレク式
　体力チェック」 3.86 3.92

スマートスポーツ体験会　　 4.08 4.27

（n＝15）

（n＝15）

（n＝16）

（n＝15）

（n＝15）

（n＝15）
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　第１回の山崎氏の講演では、「男性はユニフォー
ムや名刺が好き」「退職後も10万時間も残っている
のに驚いた。まだ時間はある」「定年前に趣味をつ
くっておくことが大切」などが参加者の印象に残っ
た内容としてあげられた。グループワークでは本音

　第２回の三好良子氏の講演で参加者がポイントと
してあげたのは、「〇〇すべき論はやめる」「もっと
夫のやっていることに興味をみせること」など。グ

　第３回で行われたレク式体力チェック、スマート
スポーツ体験については好意的な意見が寄せられた。

の意見が出た。「家にいないでほしい」「家事を身に
つけてほしい」と思っている一方、外出するとして
も「自分たちの世代に合うスポーツがない」という
ジレンマもあるようだ。

ループワークでは夫に対する歩み寄りの姿勢が生ま
れている。

・�本音としては、今まで私１人でいた家に夫がいるだけで違和感がある。
・�とにかく外に出かけてほしい。
・�ゲートボールはカッコ悪いし、閉鎖的。夫は自分たちに合うスポーツがないと言っている。
・�夫が外に出ることについては全面的にバックアップしたい。

・�言葉かけ１つで人間関係が変わるので心がけたい。まずはあいさつ。
・�夫に気持ちよく出かけてもらうには、夫への接し方を気をつけて散歩など気軽なことから誘い、会話を増
やすことを心がけたい。

・�子どもから大人まで楽しく一緒にできそう。
・�笑いのある楽しい体力チェックだ。
・�夫婦でできるのはとてもいいと思う。
・�太極拳は自宅でもできそう。
・�スラックラインでは平衡感覚が大事だなぁと
思った。
・�クッブは木と木が当たると音がいいので気持
ちいい。
・�ブーメランで「子どもに戻れた」。

107

ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
◦
報
告

3



〈課題〉
★�第１回の女性参加者から「夫を育てるという表現に
少し違和感がある」との意見をもらった。この地域
では「男性を育てる」という言葉は男性に対してお
それ多いというのである。（第２回からは「おとう
さん、お疲れ様講座」とタイトルを変更した）男女
の平等は首都圏だとあたりまえの風潮だが、ほかに
も多少の地域差があることは想定できる。開催地の
風習や生活習慣に合わせて、プログラムや広報の文
言もローカライズしていくことがベターである。
★�開催については市の広報誌、CATV、地元FMのほ
か、地域の有力企業の社員への告知など、多彩な
PRを行ったが、事前周知が十分ではなかったよう
だ。いわゆる市町村レベルのミニコミ・クチコミに
は限界がある。これを強化するためにも、都道府県
レベルのマスコミ（新聞社・TV局など）とも連携す
る必要があるだろう。

〈成果〉
★�事業の主旨である「妻の力を借りて夫を外に導く」
ことに関して、講義とグループワークにより妻たち
の協力モチベーションが醸成できることが実証され
た。当初、夫への不満やあきらめを述べていた妻た
ちは、夫への思いやりの言葉の重要性を知り、最終
的には「夫への感謝」に行き着いた。
★�レク式体力チェック体験会は笑顔や歓声とともに進
行し、夫婦でコミュニケーションをとりながら体力
チェックをし合う日常への可能性を確認できた。
★�「自分たちに合うスポーツが少ない」と言っていた
参加者たちが、スマートスポーツ体験では、童心に
かえって楽しんでいたようすだった。皆が初めて体
験するのでスキルの差がないという要素も大きい。

を行うことが考えられる。
１）夫婦ともに参加する。
２）「妻からの夫への感謝と励まし」の言葉を披露。
３）レク式体力チェックを夫婦で体験。互いの結果を
夫婦で報告する。
４）家でできる運動やスポーツ・レクリエーション計
画を、①１人 ②夫婦で ③近所の知人・友人と一緒
に、という３つのステージで行うことを、夫と妻そ
れぞれが計画する。
５）夫婦で計画を話し合い、「○○家のスポレク計画」
を作成。
６）１カ月程度あとに、計画達成状況の発表会を行う。

　第１回の山崎氏から夫側の本音、第２回で三好氏か
ら「相手が思うようにならずにイラつくのは、身近な
存在だからこそ感じること」との指摘、「『～べき論』
をやめてみませんか」という提起など、講義を踏まえ
て「もっと夫に気をつかわなければ」と参加者の意識
が変化した。
　最初は妻としての自分の思いが優先していたが、第
３回では、夫への手紙で「夫に感謝する言葉」が頻出
し、「夫への思いやり、歩み寄り」の姿勢に変わった。
「夫を地域に連れ出すため」の妻の心理的な基盤を講
座で育むことができたようだ。
　妻たちの意識変容を実際の行動につなげて、夫の地
域参加を進めるために、以下のようなステップで事業

事業継続に向けて

成果と課題
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